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介護老人保健施設 まゆみの里 重要事項説明書 （令和 8 年 6 月 1 日現在） 

 

１．事業所の概要 

（１）事業所の名称等 

・事業所名  医療法人落合会 介護老人保健施設 まゆみの里 

・開設年月日 平成９年５月２６日 

・所在地   福島県本宮市青田字花掛２０番地 

・電話番号  0243-34-3305 ・ファックス番号  0243-34-3307 

・施設長名  落合 紳一郎 

・介護保険指定番号  介護老人保健施設（ 0752185025 号） 

（２）訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーションの目的と運営方針 

訪問リハビリテーション及び介護予防訪問リハビリテーションは、計画的な医学管理を行っている医

師の指示に基づき、要介護もしくは要支援状態となった利用者の自宅を訪問して、日常生活の自立を助

けるために、理学療法、作業療法の必要なリハビリテーションを行うものとします。 

この目的に沿って、以下のような運営の方針を定めていますので、ご理解いただいた上でご利用くだ

さい。 

［介護老人保健施設まゆみの里 訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーション事業所の運営方針］ 

① 利用者の方々の心身の状態に応じた訪問リハビリテーション計画（介護予防訪問リハビリテーション計画）

に基づいて理学療法、作業療法その他必要なリハビリテーションを行うことにより、利用者の心身の機能の

維持回復を図るものとします。 

② 事業所は、訪問リハビリテーション（介護予防訪問リハビリテーション）の実施にあたって地域の保健・医

療・福祉サービスを提供する関連機関、指定介護予防事業者等との密接な連携に努め、その協力と理解のも

とに適切な運営を図るものとする。 

③ 地域に根ざした開かれた事業所を目指し、地域との交流を積極的に行い、地域の方々とのふれあいを大切に

します。 

④ 職員は事業所の目標を充分に理解し、資質の向上に努め、常によりよいサービスを提供できるようにいたし

ます。 

（３）施設の職員体制 

 常勤 非常勤 備考 

管理者（まゆみの里施設長） １人（兼務）   

作 業 療 法 士 

理 学 療 法 士 
3 人以上（兼務）   

（４）職員の職務内容 

①管理者（まゆみの里施設長）は、訪問リハビリテーション（介護予防訪問リハビリテーション）に携わる

従業者の管理、指導を行う。 

②作業、理学療法士は、管理者の命を受け､訪問リハビリテーション（介護予防訪問リハビリテーション）

の利用者に対し、利用者の自宅に赴き、個別のリハビリテーション計画の作成・変更を行うほか、機能訓

練を実施する。 
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（５）営業日及び営業時間 

   ①祝祭日を除く、毎週月曜日から金曜日までの５日間を営業日とする。 

   ②営業日の午前８時３０分から午後５時１５分までを営業時間とする。 

   ③営業日の午前９時００分から１２時００分、午後１３時００分から１７時００分までをサービス提供時間

とする。 

    

（６）通常の事業実施地域 

   本宮市・大玉村 

    

２．サービス内容 

① 心身機能の評価と機能訓練 

② 日常生活動作の指導と訓練 

③ ご家族・介護者の方への介護方法の指導 

④ 家屋改造の助言（手すり・段差解消など） 

⑤ 福祉用具等の利用の助言 

⑥ 在宅支援スタッフとの協業と連携 

 

 ３．業務継続計画の策定 

当事業所では、感染症や非常災害の発生時において、利用者に対する介護保健施設サービスの提供を継続的に実

施するための、及び非常時の体制で早期の業務再開を図るため「業務継続計画」を策定し、当該業務継続計画に従

い必要な措置を講じます。また従業者に対し、業務継続計画について周知するとともに、必要な研修及び訓練を定

期的に実施するとともに、定期的に業務継続計画の見直しを行い、必要に応じて業務継続計画を変更します。 

 

４．事故発生の防止及び発生時の対応 

当事業所では、事故を未然に防止するために事故発生防止のための指針（マニュアル）を整備しています。また

事故発生防止のための委員会を定期的に開催し、従業者に対する研修を定期的に行っています。 

万一、利用者に対するサービスの提供により事故が発生した場合又はそれに至る危険性がある事態が生じた場合

は、速やかに適切な処置を図るとともに、マニュアルに従い適切な対応を図ります。 

 なお、入所者に対するサービスの提供により事故が発生した場合は、速やかに市町村、入所者の家族に連絡を行

います。当施設は、事故の状況及び事故に際して実施した処置を記録します。またこの事を適切に実施するための

担当者を設置します。 

  

５．要望及び苦情等の相談 

    当事業所へのご要望及び苦情につきましては下記の担当にて承りますので、お気軽にご相談ください。 

電話 ０２４３－３４－３３０５  内線 ３０６ 

苦情受付担当者（リハビリ課長） 小田 慎治 

苦情解決責任者（管理者）    落合 紳一郎 
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  要望や苦情などは、担当者にお寄せ頂ければ速やかに対応いたします。 

※上記以外に、国民健康保険団体連合会（国保連）や保険者（市町村）に苦情相談窓口があります。 

 

６．高齢者虐待防止のための措置 

当事業所は、利用者等の人権の擁護・虐待の発生又はその再発を防止するために、次に掲げるとおり 

必要な措置を講じます。 

 ① 虐待防止に関する責任者・担当を選定しています。 

 虐待防止に関する責任者：施設長 

 虐待防止に関する担当委員会：虐待防止委員会  

 ② 成年後見制度の利用を支援します。 

 ③ 職員が支援にあたっての悩みや苦悩を相談できる体制を整えるほか、職員が利用者等の権利擁護に 

取り組める環境整備に努めます。 

 ④ 虐待防止のための対策を検討する委員会を定期的に開催し、その結果について職員に周知徹底を図 

っています。 

 ⑤ 虐待防止のための指針の整備をします。 

 ⑥ 職員に対して、虐待を防止するための定期的な研修を実施します。 

 ⑦ サービス提供中に、職員又は養護者（現に養護している家族・親族・同居人等）による虐待を受けた 

と思われる利用者を発見した場合は、速やかに、これを市町村に通報します。 

 

７. 第三者評価の実施状況  

無し         実施した直近の年月日：  

                           評価機関: 

 

８．その他 

当事業所についての詳細は、パンフレットを用意してありますので、ご請求ください。 
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＜別紙１＞ 

訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーションについて（令和８年６月１日） 

 

１．介護保険証の確認 

ご利用のお申し込みに当たり、ご利用希望者の介護保険証を確認させていただきます。 

尚、介護保険証は、更新及び変更があった場合は、その都度ご提示くださるようお願いいたします。 

 

２．訪問リハビリテーションについての概要 

訪問リハビリテーション（介護予防訪問リハビリテーション）については、要介護者及び要支援者の家庭等で

の生活を継続させるために立案された居宅介護サービス計画（介護予防サービス支援計画）に基づいてリハビリ

専門職（作業療法士・理学療法士）が直接ご自宅に訪問し、作業、理学療法その他必要なリハビリテーションを

行い、利用者の心身の機能の維持回復を図るため提供されます。このサービスを提供するにあたっては、利用者

に関わる医師及び作業療法士・理学療法士の協議によって、訪問リハビリテーション（介護予防訪問リハビリテ

ーション）計画が作成されますが、その際、ご本人・利用者の後見人、利用者の家族、身元引受人等の希望を十

分に取り入れ、また、計画の内容については同意をいただくようになります。 

 

３．利用料金 

（１）基本料金 

 ＜訪問リハビリテーション＞ 

①訪問リハビリテーション費  ３０８円／１回（２０分） 

 ＊医師の指示に基づき理学療法士・作業療法士が訪問リハビリを実施した場合に算定されます。 

②短期集中リハビリテーション実施加算 ２００円／日 

＊退院・退所日又は初めて要介護認定を受けた日から３月以内の期間に行われた場合に加算されます。 

③サービス提供体制強化加算      ６円／１回（２０分） 

＊作業療法士・理学療法士の中で、勤続年数が７年以上の職員がいる場合に加算されます。 

④リハビリテーションマネジメント加算（１月あたり） 

     イ １８０円 

＊介護支援専門員や医師や作業療法士又は理学療法士等の多職種、他事業所との協働でリハビリテーショ 

ン会議を定められた頻度で行い、作成された訪問リハビリテーション計画を作業療法士又は理学療法士に 

より説明を行った場合に加算されます。 

ロ ２１３円 

＊上記に加え、リハビリテーション計画を厚生労働省へ提出し、フィードバックを受けた場合に加算され

ます。 

※リハビリテーション計画について、事業所の医師が、利用者またはその家族に説明し、同意を得た場合、 

上記（イ）（ロ）に加え２７０円が加算されます。 

⑤移行支援加算（１日あたり）  １７円 

 ＊リハビリテーションを行った結果として、社会参加を維持できる他のサービス等に移行できるなど、   

  質の高いリハビリテーションを提供した場合に加算されます。 

     ⑥認知症短期集中リハビリテーション実施加算    ２４０円   

＊認知症と診断された者であってリハビリテーションにより、生活機能の改善が見込まれる者に対し集中

的なリハビリテーションを行った場合に退院・退所日又は通所開始日から起算して３月以内の期間に限り

１週に２日を限度として加算されます。 

⑦退院時共同指導加算   ６００円 

＊病院等から退院(もしくは退所)する利用者に対して、入院(もしくは入所)していた病院等のスタッフと

共同で指導を行った際に加算されます。 

⑧口腔連携強化加算   ５０円 

＊訪問診療の実績がある歯科医療機関の歯科医師、歯科衛生士に相談できる体制を作り、その旨を文書で
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取り決めたうえで、事業所の職員が利用者の口腔状態の評価を実施し、利用者らの同意を得たうえで、歯

科医療機関とケアマネジャーにその評価結果を情報提供した場合に加算されます。 

    ⑨介護職員等処遇改善加算  介護給付費合計の 1.5％ 

    ＊介護従事者の賃金の改善等を実施しているものとして都道府県知事に届け出た事業所が訪問リハビリ

を行った場合に加算されます。 

 

① ～⑨の金額に関しては１割負担での算出となっております。２割・３割負担の場合はそれぞれ２倍・３倍

となりますのでご了承ください。 

 

＜介護予防訪問リハビリテーション＞ 

 ①介護予防訪問リハビリテーション費  ２９８円／１回（２０分） 

＊通院が困難な利用者に対し、医師の指示に基づき理学療法士・作業療法士が訪問リハビリを実施した

場合に算定されます。 

   ②短期集中リハビリテーション実施加算 ２００円／日 

    ＊退院・退所日又は新たに要支援認定を受けた日から３月以内の期間に行われた場合に加算されます。 

    ③サービス提供体制強化加算  ６円／１回（２０分） 

    ＊作業療法士・理学療法士の中で、勤続年数が７年以上の職員がいる場合に加算されます。 

④予防訪問リハ 12月超減算（１回あたり） ３０円 

 ＊下記の要件を満たさない場合、訪問リハビリテーションの利用が１２カ月を超えると減算されます。 

 ・３月に１回以上、リハビリ会議を開催し、リハビリに関する専門的な見地から利用者の状況等に関す

る情報を構成員と共有し、会議の内容を記録するとともに、利用者の状態の変化に応じ、リハビリ計

画を見直す。 

・利用者ごとのリハビリ計画書等の内容等の情報を厚生労働省に提出し、リハビリの提供に当たり当該

情報その他リハビリの適切かつ有効な実施のために必要な情報を活用する。 

⑤退院時共同指導加算   ６００円 

＊病院等から退院(もしくは退所)する利用者に対して、入院(もしくは入所)していた病院等のスタッフと

共同で指導を行った際に加算されます。 

⑥介護職員等処遇改善加算  介護給付費合計の 1.5％ 

＊介護従事者の賃金の改善等を実施しているものとして都道府県知事に届け出た事業所が訪問リハビリ

を行った場合に加算されます。 

 

 

①～⑥の金額に関しては１割負担での算出となっております。２割・３割負担の場合はそれぞれ２倍・３倍とな

りますのでご了承ください。 

 

 

（２）支払い方法 

・ 毎月１０日に、前月分の請求書を発行しますので、その月の末日までにお支払いください。お支払いいた

だきますと領収書を発行いたします。 

・ お支払い方法は、口座振替、現金、銀行振込、現金書留の４方法があります。 

・ 介護保険証の要介護度変更申請中の請求書の発行は、月遅れになる場合がありますので、ご了承ください｡ 

・ 被保険者が保険料を一定期間滞納した場合、市町村が支払いの方法の変更を行なうことがあり、この場合

は償還払いによって給付を受けなければなりません。その際はサービス等に係る費用の支払いを受けた場

合に、提供したサービスの内容､費用の額その他必要と認められる事項を記載したサービス提供証明書を交

付いたしますので市町村役場窓口で償還払いの手続きをとっていただくこととなります。 
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＜別紙２＞ 

個人情報の利用目的 
（令和 8 年６月１日現在） 

 

介護老人保健施設 まゆみの里では、利用者の尊厳を守り安全に配慮する施設理念の下、お預かりしている

個人情報について、利用目的を以下のとおり定めます。 

 

【利用者への介護サービスの提供に必要な利用目的】 

〔介護老人保健施設内部での利用目的〕 

・当施設が利用者等に提供する介護サービス 

・介護保険事務 

・介護サービスの利用者に係る当施設の管理運営業務のうち 

 －入退所等の管理 

 －会計・経理 

 －事故等の報告 

 －当該利用者の介護・医療サービスの向上 

〔他の事業者等への情報提供を伴う利用目的〕 

・当施設が利用者等に提供する介護サービスのうち 

 －利用者に居宅サービスを提供する他の居宅サービス事業者や居宅介護支 

援事業所等との連携（サービス担当者会議等）、 照会への回答 

 －利用者の診療等に当たり、外部の医師等の意見・助言を求める場合 

 －検体検査業務の委託その他の業務委託 

 －家族等への心身の状況説明 

・介護保険事務のうち 

 －保険事務の委託 

 －審査支払機関へのレセプトの提出 

 －審査支払機関又は保険者からの照会への回答 

・損害賠償保険などに係る保険会社等への相談又は届出等 

 

【上記以外の利用目的】 

〔当施設の内部での利用に係る利用目的〕 

・当施設の管理運営業務のうち 

 －医療・介護サービスや業務の維持・改善のための基礎資料 

 －当施設において行われる学生の実習への協力 

 －当施設において行われる事例研究 

〔他の事業者等への情報提供に係る利用目的〕 

・当施設の管理運営業務のうち 

 －外部監査機関への情報提供 

 

【科学的介護の対応】 

 〔厚生労働省への情報提供に係る利用目的〕 

  ・厚生労働省の「科学的介護」構築を目的とした情報収集への対応業務のうち 

    －利用者の ADL（日常生活動作）、栄養状態、口腔機能、認知症の状況、 

疾病の状況、服薬情報その他心身の状況等に係る基本的な情報の提出 
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令和   年   月   日 

 

 

 

 

訪問リハビリテーション（介護予防訪問リハビリテーション）の提供開始にあたり､利用者に対して本

書面に基づいて重要な事項を説明しました。 

 

事業所 

所在地  福島県本宮市青田字花掛 20 番地 

 

名 称  医療法人 落合会  介護老人保健施設 まゆみの里 

 

説明者                

 

 

私達は、本書面により、事業者から訪問リハビリテーション・介護予防訪問リハビリテーションにつ

いての重要事項の説明を受けその内容について十分理解しました。 

 

 

 

利用者 

＜住 所＞ 

                                      

                

＜氏 名＞                   

                                      

 

利用者の身元引受人 

 

＜住 所＞ 

                            

 

＜氏 名＞                   

                                      

 

 

 

 

 

 

 


